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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１の記憶媒体挿脱口と第２の記憶媒体挿脱口を一主面に備え、これら第１の記憶媒体挿
脱口と第２の記憶媒体挿脱口からそれぞれ第１の記憶媒体と第２の記憶媒体を挿入可能な
筐体と、
　前記第１の記憶媒体挿脱口を閉塞する第１の位置と前記第１の記憶媒体挿脱口を開放す
る第２の位置との間で移動可能に前記筐体の一主面に取付けられた第１のパネルと、
　前記第２の記憶媒体挿脱口を閉塞する第１の位置と前記第２の記憶媒体挿脱口を開放す
る第２の位置との間で移動可能に前記筐体の一主面に取付けられた第２のパネルと、
　前記第１のパネルと第２のパネルを移動させるパネル駆動手段と、を備え、
　前記第１のパネルと第２のパネルは、前記第１の位置から第２の位置への移動方向が同
一方向であることを特徴とする記憶媒体収納装置。
【請求項２】
前記第１のパネルと第２のパネルは、前記第１の位置に在るときにはパネル相互が隙間な
く接近していて、前記第１のパネルが前記第１の位置に在り前記第２のパネルが第２の位
置に移動したときに前記第１のパネルと前記第２のパネルとの間に前記第１のパネルの移
動量に相当する間隙が発生し、前記第１のパネルが前記第２の位置に移動した状態におい
て前記第１のパネルと前記第２のパネルが隙間なく接近していることを特徴とする請求項
１に記載の記憶媒体収納装置。
【請求項３】
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前記第１のパネルは、前記第２の位置に移動したときに前記第２の記憶媒体挿脱口を閉塞
することを特徴とする請求項１に記載の記憶媒体収納装置。
【請求項４】
前記第１のパネルは、前記第２のパネルと一体になって前記第１の位置から第２の位置に
移動することを特徴とする請求項１に記載の記憶媒体収納装置。
【請求項５】
前記筐体内には、前記第１の記憶媒体挿脱口又は前記第２の記憶媒体挿脱口から挿入され
た第１の記憶媒体と第２の記憶媒体の記録及び／又は再生を行う記録及び／又は再生装置
を備えていることを特徴とする請求項１に記載の記憶媒体収納装置。
【請求項６】
前記第１の記憶媒体挿脱口は、前記筐体の一主面の下部に設けられ、前記第２の記憶媒体
挿脱口は、前記筐体の一主面の中央部に設けられていることを特徴とする請求項１に記載
の記憶媒体収納装置。
【請求項７】
前記第１のパネルは、前記第１の位置に在るときに前記第１の記憶媒体挿脱口の縁部から
前記第２の記憶媒体挿脱口の縁部までの前記筐体の一主面の下半部を覆い、前記第２のパ
ネルは、前記第１の位置に在るときに前記第２の記憶媒体挿脱口の縁部から前記筐体の一
主面の縁部までの筐体の一主面の上半部を覆っていることを特徴とする請求項１に記載の
記憶媒体収納装置。
【請求項８】
前記第１のパネルと第２のパネルの少なくとも何れか一方のパネルは、表示部と操作キィ
を備えていることを特徴とする請求項１に記載の記憶媒体収納装置。
【請求項９】
前記パネル駆動手段は、モータと、該モータによって往復移動するスライダーと、該スラ
イダーを中立位置から一方向に移動させることにより前記第２のパネルを第１の位置から
第２の位置に移動させ、元の中立位置に戻すことにより前記第２のパネルを第２の位置か
ら第１の位置に戻り移動させ、前記スライダーを中立位置から他方向に移動させることに
より前記第１のパネル及び第２のパネルを第１の位置から第２の位置に移動させ、元の中
立位置に戻すことにより前記第１のパネル及び第２のパネルを第２の位置から第１の位置
に戻り移動させるカム機構と、を備えていることを特徴とする請求項１に記載の記憶媒体
収納装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、第１の記憶媒体挿脱口と第２の記憶媒体挿脱口の少なくとも２つの記憶媒体
挿脱口を備えていて、これら記憶媒体挿脱口からそれぞれ記憶媒体を収納可能にした記憶
媒体収納装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１５および図１６Ａ～図１６Ｃに示すように、筐体２０１の一主面２０１ａに第１の
記憶媒体挿脱口２０２と第２の記憶媒体挿脱口２０３の２つの記憶媒体挿脱口を備えてい
て、前記第１の記憶媒体挿脱口２０２からは第１の記憶媒体、例えばＣＤ（コンパクトデ
ィスク）を収納し、前記第２の記憶媒体挿脱口２０３からは第１の記憶媒体、例えばＭＤ
（ミニディスク、光磁気ディスク）を収納して、ＣＤ或いはＭＤの記録及び／又は再生を
行う記憶媒体収納装置２００が知られている。
【０００３】
　前記記憶媒体収納装置２００において、前記筐体２０１の一主面２０１ａには、前記第
１，第2の記憶媒体挿脱口２０２，２０３の２つの記憶媒体挿脱口のうちの何れか一方を
塞ぎ、他方を開放する単一（一枚）のパネル２０４がスライド可能に取付けられている。
前記パネル２０４は、前記筐体２０１の一主面２０１ａと略同じ大きさに形成されている
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。
【０００４】
　前記パネル２０４は、ＣＤ或いはＭＤのいずれをも記憶媒体収納装置２００に収納しな
い場合には、図１６Ａに示すように、前記第１，第2の記憶媒体挿脱口２０２，２０３を
塞いでいる。そして、ＣＤを収納する場合には、前記パネル２０４を、矢印ａ方向にスラ
イドさせて、図１６Ｂに示すように、前記第２の記憶媒体挿脱口２０３を塞いだ状態を維
持しつつ前記第１の記憶媒体挿脱口２０２を開放する。また、ＭＤを収納する場合には、
前記パネル２０４を矢印ｂ方向にスライドさせて、図１６Ｃに示すように、前記第１の記
憶媒体挿脱口２０２を塞いだ状態を維持しつつ前記第２の記憶媒体挿脱口２０３を開放す
る。（例えば非特許文献１）
【非特許文献１】「サウンドゲートカタログ」、ソニー株式会社、２００４年７月
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、前記従来の記憶媒体収納装置２００は、前記筐体２０１の一主面２０１ａと
略同じ大きさに形成された単一のパネル２０４を使用し、且つ第１の記憶媒体挿脱口２０
２を開放する場合と前記第２の記憶媒体挿脱口２０３を開放する場合に、前記パネル２０
４を矢印ａ、ｂで示すように互いに逆方向にスライドさせる構成になっていたために次に
述べるような問題点があった。
（１）第１の記憶媒体挿脱口２０２を開放する場合も前記第２の記憶媒体挿脱口２０３を
開放する場合も常にパネル２０４全体をスライドさせなければならないためにスライドさ
せるためのエネルギーが大になり消費電力が増大する。
（２）パネル２０４を矢印ａ方向にスライドさせる場合も、パネル２０４を矢印ｂ方向に
スライドさせる場合も共に、パネル２０４の一部が前記筐体２０１の側面からはみ出した
状態になるためにパネル２０４のスライド範囲Ｈ（図１６Ｃ参照）が広くなる。このため
前記スライド範囲Ｈを確保するためのスペースが必要となり記憶媒体収納装置を小型化す
る上でのネックになる。また、図１６Ａに２点鎖線で示すように、記憶媒体収納装置２０
０を壁面W等に接触させた状態でテーブル面Ｔ等の上に載置することが出来ない。
（３）図１７に示すように、パネル２０４を第１の記憶媒体挿脱口開閉用のパネル２０４
ａと第２の記憶媒体挿脱口開閉用のパネル２０４ｂとに分割し、これら２枚のパネル２０
４ａ，２０４ｂをそれぞれ逆方向（矢印ａ，ｂ方向）にスライドさせて前記第１，第2の
記憶媒体挿脱口２０２，２０３を単独で開放することも考えられるが、この場合にも前記
パネル２０４ａ，２０４ｂが筐体２０１の一主面２０１ａから突出してしまう。
【０００６】
　本発明の目的は、分割したパネルを同じ方向にスライドさせて第１の記憶媒体挿脱口お
よび第２の記憶媒体挿脱口を開閉することのできる記憶媒体収納装置を提供することにあ
る。
【０００７】
　本発明の更に他の目的は、第１の記憶媒体挿脱口と第２の記憶媒体挿脱口の設置位置の
自由度を向上させることのできる記憶媒体収納装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１の発明は、第１の記憶媒体挿脱口と第２の記憶媒体挿脱口を一主面に備え、こ
れら第１の記憶媒体挿脱口と第２の記憶媒体挿脱口からそれぞれ第１の記憶媒体と第２の
記憶媒体を挿入可能な筐体と、前記第１の記憶媒体挿脱口を閉塞する第１の位置と前記第
１の記憶媒体挿脱口を開放する第２の位置との間で移動可能に前記筐体の一主面に取付け
られた第１のパネルと、前記第２の記憶媒体挿脱口を閉塞する第１の位置と前記第２の記
憶媒体挿脱口を開放する第２の位置との間で移動可能に前記筐体の一主面に取付けられた
第２のパネルと、前記第１のパネルと第２のパネルを移動させるパネル駆動手段と、を備
えた記憶媒体収納装置において、前記第１のパネルの前記第１の位置から第２の位置への
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移動方向と前記第２のパネルの前記第１の位置から第２の位置への移動方向を同一方向に
した。
【０００９】
　請求項２の発明は、請求項１の記憶媒体収納装置において、前記第１，第２のパネルが
前記第１の位置に在るときにはパネル相互が隙間なく接近していて、前記第１のパネルが
前記第１の位置に在り前記第２のパネルが第２の位置に移動したときに前記第１のパネル
と前記第２のパネルとの間に前記第１のパネルの移動量に相当する間隙が発生し、前記第
１のパネルが前記第２の位置に移動した状態において前記第１のパネルと前記第２のパネ
ルを隙間なく接近させた。
【００１０】
　請求項３の発明は、請求項１の記憶媒体収納装置において、前記第１のパネルを前記第
２の位置に移動したときに前記第１のパネルで前記第２の記憶媒体挿脱口を閉塞した。
【００１１】
　請求項４の発明は、請求項１の記憶媒体収納装置において、前記第１のパネルと第２の
パネルの前記第１の位置から第２の位置に移動を同時に行う構成にした。
【００１２】
　請求項５の発明は、請求項１の記憶媒体収納装置において、前記筐体内に、前記第１の
記憶媒体挿脱口又は前記第２の記憶媒体挿脱口から挿入された第１の記憶媒体と第２の記
憶媒体の記録及び／又は再生を行う記録及び／又は再生装置を設けた。
【００１３】
　請求項６の発明は、請求項１の記憶媒体収納装置において、前記第１の記憶媒体挿脱口
を、前記筐体の一主面の下部に設け、前記第２の記憶媒体挿脱口を、前記筐体の一主面の
中央部に設けた。
【００１４】
　請求項７の発明は、請求項１の記憶媒体収納装置において、前記第１のパネルを、前記
第１の位置に在るときに前記第１の記憶媒体挿脱口の縁部から前記第２の記憶媒体挿脱口
の縁部までの前記筐体の一主面の下半部を覆う大きさに構成し、前記第２のパネルを、前
記第１の位置に在るときに前記第２の記憶媒体挿脱口の縁部から前記筐体の一主面の縁部
までの筐体の一主面の上半部を覆う大きさに構成にした。
【００１５】
　請求項８の発明は、請求項１の記憶媒体収納装置において、前記第１，第２のパネルの
少なくとも何れか一方のパネルの外面に、表示部と操作キィを設けた。
【００１６】
　請求項９の発明は、請求項１の記憶媒体収納装置において、前記パネル駆動手段を、モ
ータと、該モータによって往復移動するスライダーと、該スライダーを中立位置から一方
向に移動させることにより前記第２のパネルを第１の位置から第２の位置に移動させ、元
の中立位置に戻すことにより前記第２のパネルを第２の位置から第１の位置に戻り移動さ
せ、前記スライダーを中立位置から他方向に移動させることにより前記第１のパネル及び
第２のパネルを第１の位置から第２の位置に移動させ、元の中立位置に戻すことにより前
記第１のパネル及び第２のパネルを第２の位置から第１の位置に戻り移動させるカム機構
と、で構成した。
【発明の効果】
【００１７】
　請求項１の記憶媒体収納装置は、前記第１のパネルと第２のパネルを同じ方向に移動さ
せて前記第１の記憶媒体挿脱口と前記第２の記憶媒体挿脱口を開放する構成にしたので、
図１７に示した２枚のパネルをそれぞれ逆方向にスライドさせて前記第１，第2の記憶媒
体挿脱口を開放する場合のように、２枚のパネルがそれぞれ筐体の一主面から突出するの
を防止することができる。従って、記憶媒体収納装置の一側面を壁面等に接触させた状態
でテーブル面等に載置することが可能になる。また、所謂横置きタイプの記憶媒体収納装
置においては、一方の記憶媒体挿脱口をテーブル面等により近づけた位置に配置すること
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が出来る。
【００１８】
　請求項２の記憶媒体収納装置は、前記第１のパネルと第２のパネルは、前記第１の位置
に在るとき、即ち前記第１，第2の記憶媒体挿脱口を閉塞した状態においては、パネル相
互が隙間なく接近して恰も一枚のパネルのような外観を呈する。
【００１９】
　請求項３の記憶媒体収納装置は、前記第２のパネルが第２の位置にある場合において、
前記第２のパネルを第１の位置に移動させることなく、前記第１のパネルを第２の位置に
移動させることにより、前記第１のパネルで前記第１の記憶媒体挿脱口を開放し、かつ前
記第２の記憶媒体挿脱口を閉塞することができる。
【００２０】
　請求項４の記憶媒体収納装置は、前記第１，第２の記憶媒体挿脱口が閉塞されている状
態から前記第１の記憶媒体挿脱口を開放する動作を、前記第１のパネルと第２のパネルを
同時に移動させることにより効率的に行うことが出来る。
【００２１】
　請求項５の記憶媒体収納装置は、前記第１の記憶媒体挿脱口又は前記第２の記憶媒体挿
脱口から挿入された第１の記憶媒体と第２の記憶媒体の記録及び／又は再生を筐体に内臓
した記録及び／又は再生装置で行うことが出来る。
【００２２】
　請求項６の記憶媒体収納装置は、前記第１の記憶媒体挿脱口を筐体の一主面の下部に設
けたので、第１の記憶媒体挿脱口から第１の記憶媒体を取り出す際に誤って落下させてし
まったような場合でも第１の記憶媒体のダメージを最小限に抑えることができる。
【００２３】
　請求項７の記憶媒体収納装置は、第１のパネル及び／又は第２のパネルを前記第１，第
２の記憶媒体挿脱口の厚み幅ぶんだけ移動させることによりこれら第１，第２の記憶媒体
挿脱口を開閉することが出来る。
【００２４】
　請求項８の記憶媒体収納装置は、第１のパネル及び／又は第２のパネルに設けた表示部
及び操作キィを利用して各種の表示及びキィ操作を行うことが出来る。
【００２５】
　請求項９の記憶媒体収納装置は、モータによってスライダーを中立位置に移動させると
第１のパネルと第２のパネルは、第１の位置にあって前記第１の記憶媒体挿脱口と第２の
記憶媒体挿脱口を閉塞する。そして、モータによってスライダーを中立位置から一方向に
移動させると前記第２のパネルが第１の位置から第２の位置に移動して前記第２の記憶媒
体挿脱口を開放する。前記スライダーを元の中立位置に戻せば、前記第２のパネルが第２
の位置から第１の位置に移動して再び前記第２の記憶媒体挿脱口を閉塞する。また、スラ
イダーを中立位置から他方向に移動させると前記第１のパネル及び第２のパネルは第１の
位置から第２の位置に移動して、前記第１の記憶媒体挿脱口を開放する。前記スライダー
を元の中立位置に戻すと前記第１のパネル及び第２のパネルが第２の位置から第１の位置
に移動して前記第１の記憶媒体挿脱口を閉塞する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、本発明の記憶媒体収納装置を（１）装置全体の概略構成、（２）筐体の構成、（
３）第１のパネル及び第２のパネルの構成、（４）パネル駆動機構の構成、（５）記録及
び／又は再生装置の構成、（６）作用、（７）他の実施例、の順で説明する。
（１）装置全体の概略構成、
　図１Ａは第１の記憶媒体挿脱口２ａと第２の記憶媒体挿脱口２ｂを閉塞した状態の正面
図、図１Ｂは第２の記憶媒体挿脱口２ｂを開放した状態の正面図、図１Ｃは第１の記憶媒
体挿脱口２ａを開放した状態の正面図である。本発明の記憶媒体収納装置１は、第１の記
憶媒体挿脱口２ａと第２の記憶媒体挿脱口２ｂを一主面２２ｂに備えた筐体２と、前記第
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１の記憶媒体挿脱口２ａを閉塞する第１の位置（図１Ａ、図１Ｂ参照）と前記第１の記憶
媒体挿脱口２ａを開放する第２の位置（図１Ｃ参照）との間で移動可能に前記筐体２の一
主面２２ｂに取付けられた第１のパネル３と、前記第２の記憶媒体挿脱口２ｂを閉塞する
第１の位置（図１Ａ参照）と前記第２の記憶媒体挿脱口２ｂを開放する第２の位置（図１
Ｂ参照）と間で移動可能に前記筐体２の一主面２２ｂに取付けられた第２のパネル４と、
前記第１のパネル３と第２のパネル４を前記第１の位置と第２の位置の間で移動させるパ
ネル駆動手段５（図２以下参照）と、を備えている。前記第１のパネル３の前記第１の位
置から第２の位置への移動方向（矢印ａ方向）と、前記第２のパネル４の前記第１の位置
から第２の位置への移動方向（矢印ａ方向）は、同一方向になっている。
【００２７】
　図１Ａに示すように、前記第１のパネル３と第２のパネル４は、前記第１の位置に在る
とき、即ち前記第１の記憶媒体挿脱口２ａと第２の記憶媒体挿脱口２ｂを閉塞していると
きには、互いのパネル３，４の一側部３ａ，４ａが隙間なく接近している。
【００２８】
　図１Ｂに示すように、前記第１のパネル３が前記第１の位置に在り、前記第２のパネル
４が第２の位置に在るときには、前記第１，第２のパネル３，４の一側部３ａ，４ａの間
に前記第１のパネル３の移動量に相当する間隙Gが存在している。
【００２９】
　図１Ｃに示すように、前記第２のパネル４が第２の位置に在り前記第１のパネル３が前
記第２の位置に在るときには、前記第１，第２のパネル３，４の一側部３ａ，４ａが隙間
なく接近している。
【００３０】
　そして、図１Ａに示した前記第１のパネル３と第２のパネル４で前記第１の記憶媒体挿
脱口２ａと第２の記憶媒体挿脱口２ｂを閉塞している状態から、前記第２のパネル４のみ
を特定方向（矢印ａ方向）に移動させて前記第２の位置に位置させると、図１Ｂに示すよ
うに、前記第２の記憶媒体挿脱口２ｂが開放される。また、図１Ａに示した前記第１のパ
ネル３と第２のパネル４で前記第１の記憶媒体挿脱口２ａと第２の記憶媒体挿脱口２ｂを
閉塞している状態から、前記第１のパネル３と第２のパネル４を同時に特定方向（矢印ａ
方向）に移動させて前記第２の位置に位置させると、図１Ｃに示したように前記第１の記
憶媒体挿脱口２ｃが開放される。
（２）筐体の構成、
　図２は記憶媒体収納装置１の一部の分解斜視図、図３はカム機構の斜視図である。筐体
２は、筐体本体部２１と、該筐体本体部２１の前面側に組付けられるフロント部２２と、
からなっている。前記フロント部２２は、四角形状の枠体２２ａと、該枠体２２ａの内周
側に設けられた主面部２２ｂと、からなっていて、該主面部２２ｂの前面側に前記第１の
パネル３と第２のパネル４が組み付けられ、前記主面部２２ｂの背面側（筐体本体部２１
側）に前記パネル駆動手段５が組み付けられる。
【００３１】
　前記主面部２２ｂは、高さ方向の略中央部に段部２２ｃを有していて、該段部２２ｃよ
りも下方に前記第１のパネル３が上下方向に移動可能に組み付けられ、前記段部２２ｃよ
りも上方に前記第２のパネル４が上下方向に移動可能に組み付けられる。前記第１の記憶
媒体挿脱口２ａは、前記主面部２２ｂの下端部に設けられ、前記第２の記憶媒体挿脱口２
ｂは、前記段部２２ｃよりも僅か上方に設けられている。
【００３２】
　前記主面部２２ｂは、上端側に前記段部２２ｃよりも下方で、かつ前記第１の記憶媒体
挿脱口２ａよりも上方位置にシャフト取付け用の長孔２２ｄを備えている。前記長孔２２
ｄには、長さ方向の両端部に一対のピニオンギヤ２３，２３を設けたシャフト２４が取付
けられていて、前記ピニオンギヤ２３，２３が次に詳しく説明する第１のパネル３の背面
に設けた一対のラック３４，３４に噛合して、前記第１のパネル３を円滑に移動させると
共に、前記第１のパネル３が傾くのを防止している。
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【００３３】
　また、前記主面部２２ｂは、前記第２の記憶媒体挿脱口２ｂの上方に後に説明するパネ
ル駆動手段５のスライダー５３の一側面に設けたスライドガイド突起５５を挿入するスラ
イドガイド用の長孔２５を備えていると共に、該スライドガイド用の長孔２５の上方には
パネル駆動手段５のスライダー５３の一側面に設けた一対の第２のカム突起６２，６２を
挿入するカム用の長孔２６が設けられている。前記スライダー５３に設けた一対の第２の
カム突起６２，６２は、前記カム用の長孔２６を介して第２のパネル４の背面に設けた一
対の第２のカム溝６４，６４に挿入される。
【００３４】
　四角形状の枠体２２ａの上面板２２ｅには複数のキィ孔２２ｆが設けられている。前記
上面板２２ｅの内面には所謂シートキィ２７が取付けられていて、該シートキィ２７に設
けた複数のキィ４０が前記キィ孔２２ｆから突出している。前記シートキィ２７の下部に
は複数のタクトスイッチ２８ａ等を設けたスイッチ基板２８が取付部材２９によって取り
付けられていて、前記キィ４０を押圧することにより前記タクトスイッチ２８ａ等を操作
する構成になっている。なお、前記第１の記憶媒体挿脱口２ａの内側にはカバーシート３
０が取付けられている。
（３）第１のパネル及び第２のパネルの構成、
　図２、図３に示すように、前記第１のパネル３は、合成樹脂により板状に形成されたパ
ネル本体部３１と、該パネル本体部３１の背面に設けられた前記フロント部２２への嵌合
部３２と、該挿入部３２の背面の両側部に設けられた一対のアーム部３３と、を備えてい
る。
【００３５】
　前記一対のアーム部３３は、前記フロント部２２の主面部２２ｂの両側部に設けられた
スリット２２ｇから前記主面部２２ｂの背面側に挿入されている。前記嵌合部３２は、前
記フロント部２２の枠体２２ａ内の前記段部２２ｃよりも下の位置に挿入されている。前
記パネル本体部３１の周縁部の内面は、前記枠体２２ａの端面に接触し、該枠体２２ａの
外側に突出した状態になっている。そして、前記第１のパネル３は、前記第１の記憶媒体
挿脱口２ａを閉塞する第１の位置と、前記第１の記憶媒体挿脱口２ａを開放する第２の位
置と、の間で移動可能に前記枠体２２ａ内に組み付けられている。
【００３６】
　前記第２のパネル４は、透明な合成樹脂により板状に形成されたパネル本体部４１と、
該パネル本体部４１の背面に設けられた前記フロント部２２への嵌合部４２と、を備えて
いる。
【００３７】
　前記パネル本体部４１は、多数のキィ孔４１ａを有していて、これらキイ孔４１ａに各
種の操作キィ４０が取付けられている。前記嵌合部４２内には、前記操作キィによって操
作されるタクトスイッチ等の被操作部を設けたプリント基板４３が組み込まれている。ま
た、前記嵌合部４２内には、液晶等の表示部４４が組み込まれている。前記嵌合部４２は
、前記フロント部２２の枠体２２ａ内の前記段部２２ｃよりも上部に挿入されている。前
記パネル本体部４１は、前記枠体２２ａの端面に接触し、該枠体２２ａの外側に突出した
状態になっている。そして、前記第２のパネル３は、前記第２の記憶媒体挿脱口２ｂを閉
塞する第１の位置と、前記第１の記憶媒体挿脱口２ｂを開放する第２の位置と、の間で移
動可能に前記枠体２２ａ内に組み付けられている。
【００３８】
　前記第１のパネル３と第２のパネル４は、次に説明するパネル駆動手段５によって、前
記記憶媒体挿脱口を閉塞する第１の位置と、前記記憶媒体挿脱口を開放する第２の位置の
間で移動するようになっている。
（４）パネル駆動機構の構成、
　図２～図４に示すように、前記パネル駆動手段５は、正逆転可能（回転方向を変えるこ
とが可能）なモータ５１と、該モータ５１の回転を伝達する回転伝達機構５２と、前記モ
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ータ５１により前記回転伝達機構５２を介してスライド移動するスライダー５３と、該ス
ライダー５３の移動によって前記第１のパネル３及び第２のパネル４を前記第１の位置と
第２の位置の間で移動させるカム機構５４と、を備えている。
【００３９】
　前記スライダー５３は、前記フロント部２２の主面部２２ｂに設けたスライドガイド用
の長孔２５にスライドガイド突起５５を挿入した状態で前記主面部２２ｂの背面側にスラ
イド可能に取付けられている。前記スライダー５３の下端にはラック５６が設けられてい
て、該ラック５６に前記回転伝達機構５２の末端のピニオンギヤ５２ａが噛合している。
【００４０】
　前記スライダー５３の移動によって前記第１のパネル３及び第２のパネル４を前記第１
の位置と第２の位置の間で移動させるカム機構５４は、前記スライダー５３の一側面に設
けた一対の第１のカム突起６１，６１と、前記スライダー５３の他側面に設けた一対の第
２のカム突起６２，６２と、前記第１のパネル３側に設けられていて前記一対の第１のカ
ム突起６１，６１の先端部が挿入される一対の第１のカム溝６３，６３と、前記第２のパ
ネル４に設けられていて前記一対の第２のカム突起６２，６２の先端部が挿入される一対
の第２のカム溝６４，６４と、を備えている。
【００４１】
　前記一対の第１のカム溝６３，６３は、前記第１のパネル３の一対のアーム部３３，３
３の間に取付けられるカム溝形成板６５の前面に形成されている。また、前記一対の第２
のカム溝６４，６４は、前記第２のパネル４の嵌合部４２の背面に形成されていて、これ
ら一対の第２のカム溝６４，６４には、前記主面部２２ｂに設けたカム用の長孔２６を介
して前記一対の第２のカム突起６２，６２の先端部が挿入されている。
【００４２】
　前記一対の第１のカム溝６３，６３は、前記スライダー５３の移動方向と平行に伸びる
第１の溝部６３ａと、該第１の溝部６３ａの一端部から前記スライダー５３の移動方向に
対して略４５°の傾斜角度をもって伸びる第２の溝部６３ｂと、該第２の溝部６３ｂの下
端部から前記スライダー５３の移動方向と平行に伸びる第３の溝部６３ｃと、を備えてい
る。
【００４３】
　また、前記一対の第２のカム溝６４，６４は、前記第１のカム溝６３，６３の第１の溝
部６３ａと同様に前記スライダー５３の移動方向と平行に伸びる第１の溝部６４ａと、該
第１の溝部６４ａの一端部から前記スライダー５３の移動方向に対して略４５°の傾斜角
度をもって前記第１のカム溝６３の第１の溝部６３ａの方向に伸びる第２の溝部６４ｂと
、該第２の溝部６４ｂの下端部から前記スライダー５３の移動方向と平行に伸びる第３の
溝部６４ｃと、該第１の溝部６４ａの他端部から前記スライダー５３の移動方向に対して
略４５°の傾斜角度をもって前記第１のカム溝６３の第２の溝部６３ｂの方向に伸びる第
４の溝部６４ｄと、該第４の溝部６４ｄの下端部から前記第１のカム溝６３の第３の溝部
６３ｃと同様に前記スライダー５３の移動方向と平行に伸びる第５の溝部６４ｅと、を備
えている。
【００４４】
　図５に示すように、前記一対の第１のカム突起６１，６１が前記一対の第１のカム溝６
３，６３の第１の溝部６３ａの第２の溝部６３ｂ側の端部に位置し、前記一対の第２のカ
ム突起６２，６２が前記一対の第２のカム溝６４，６４の第１の溝部６４ａの中央部に位
置するときには、前記第１のパネル３と第２のパネル４は、前記第１の位置に在って、前
記第１の記憶媒体挿脱口２ａと第２の記憶媒体挿脱口２ｂを閉塞している。
【００４５】
　図５に示す状態から、前記スライダー５３を矢印ｃ方向（図５の左方向）に移動させる
と、図６に示すように前記一対の第２のカム突起６２，６２が前記一対の第２のカム溝６
４，６４の第２の溝部６４ｂに導入されて該第２の溝部６４ｂの上側部に接触して前記第
２のパネル４を矢印ａ方向に移動させる。このとき前記一対の第１のカム突起６１，６１
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は、スライダー５３の移動方向と平行な前記一対の第１のカム溝６３，６３の第１の溝部
６３ａ内を移動するので前記第１のパネル４が矢印ａ方向に移動することはない。そして
、図７に示すように、前記一対の第２のカム突起６２，６２が前記一対の第２のカム溝６
４，６４の第３の溝部６４ｃ内に移動してきたときに前記第２のパネル４を前記第１の位
置から第２の位置に移動させて前記第２の記憶媒体挿脱口２ｂを完全に開放する。
【００４６】
　また、図５に示す状態から前記モータ５１を逆転させて前記スライダー５３を矢印ｄ方
向（図５の右方向）に移動させると、図８に示すように、前記一対の第１のカム突起６１
，６１が前記一対の第１のカム溝６３，６３の第２の溝部６３ｂに導入されて該第２の溝
部６３ｂの上側部に接触して前記第１のパネル３を矢印ａ方向に移動させると共に、前記
一対の第２のカム突起６２，６２が前記一対の第２のカム溝６４，６４の第４の溝部６４
ｄに導入されて該第４の溝部６４ｄの上側部に接触して前記第２のパネル４を前記第１の
パネル３を矢印ａ方向に移動させる。そして、図９に示すように、前記一対の第１のカム
突起６１，６１が前記一対の第１のカム溝６３，６３の第３の溝部６３ｃ内に移動し、前
記一対の第２のカム突起６２，６２が前記一対の第２のカム溝６４，６４の第５の溝部６
４ｅ内に移動してきたときに前記第１のパネル３と第２のパネル４を前記第１の位置から
第２の位置に移動させて前記第２の記憶媒体挿脱口２ｂを完全に開放するのである。なお
、第１，第２のパネル３，４が前記前記第１，第２の記憶媒体挿脱口２ａ，２ｂを閉塞す
る位置に在るか、開放する位置に在るかは、図２、図１０に示すように第１～第３のスラ
イダー位置検出センサ７１～７３で前記スライダー５３の被検出部７４を検出することに
より行われる。前記第１～第３のスライダー位置検出センサ７１～７３は基板７５に設け
られている。前記基板７５は基板ホルダ７６によって筐体内に取付けられている。
（５）記録及び／又は再生装置の構成、
図１１はＣＤ或いはＭＤの記録及び／又は再生を行う記録及び／又は再生装置のブロック
図を示している。ＭＤ（光磁気ディスク）１０１は音声データを記録できるメディアとし
て用いられ、記録／再生時にはスピンドルモータ１０２により回転駆動される。光学ヘッ
ド１０３は光磁気ディスク１０１に対して記録／再生時にレーザ光を照射することで、記
録／再生時のヘッドとしての動作を行なう。即ち記録時には記録トラックをキュリー温度
まで加熱するための高レベルのレーザ出力をなし、また再生時には磁気カー効果により反
射光からデータを検出するための比較的低レベルのレーザ出力をなす。
【００４７】
　このため、光学ヘッド１０３はレーザ出力手段としてのレーザダイオードや、偏光ビー
ムスプリッタや対物レンズ１０３ａ等からなる光学系、及び反射光を検出するためのディ
テクタが搭載されている。対物レンズ１０３ａは２軸機構１０４によってディスク半径方
向及びディスクに接離する方向に変位可能に保持されており、また、光学ヘッド１０３全
体はスレッド機構１０５によりディスク半径方向にスライド可能とされている。また、磁
気ヘッド１０６ａはＭＤ１０１を挟んで光学ヘッド１０３と対向する位置に配置されてい
る。この磁気ヘッド１０６ａは供給されたデータによって変調された磁界をＭＤ１０１に
印加する動作を行なう。磁気ヘッド１０６ａは光学ヘッド１０３とともにスレッド機構１
０５によりディスク半径方向にスライド可能とされている。
【００４８】
　再生動作によって、光学ヘッド１０３によりＭＤ１０１から検出された情報はＲＦアン
プ１０７に供給される。ＲＦアンプ１０７は供給された情報の演算処理により、再生ＲＦ
信号、トラッキングエラー信号、フォーカスエラー信号、グルーブ情報（ＭＤ１０１にプ
リグルーブ（ウォブリンググルーブ）として記録されている絶対位置情報）等を抽出する
。そして、抽出された再生ＲＦ信号はエンコーダ／デコーダ部１０８に供給される。また
、トラッキングエラー信号、フォーカスエラー信号はサーボ回路１０９に供給され、グル
ーブ情報はアドレスデコーダ１１０に供給されて復調される。グルーブ情報からデコード
されたアドレス情報、及びデータとして記録されエンコーダ／デコーダ部１０８でデコー
ドされたアドレス情報は、マイクロコンピュータによって構成されるシステムコントロー
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ラ１１１に供給される。
【００４９】
　サーボ回路１０９は供給されたトラッキングエラー信号、フォーカスエラー信号や、シ
ステムコントローラ１１１からのトラックジャンプ指令、アクセス指令、回転速度検出情
報等により各種サーボ駆動信号を発生させ、２軸機構１０４及びスレッド機構１０５を制
御してフォーカス及びトラッキング制御を行ない、またスピンドルモータ２を一定線速度
（ＣＬＶ）に制御する。
【００５０】
　再生ＲＦ信号はエンコーダ／デコーダ部１０８でＥＦＭ復調、ＣＩＲＣ等のデコード処
理され、メモリコントローラ１１２によって一旦バッファメモリ１１３に書き込まれる。
なお、光学ヘッド１０３によるＭＤ１０１からのデータの読み取り及び光学ヘッド１０３
からバッファメモリ１１３までの再生データの転送は1.41Mbit/secで行なわれる。
【００５１】
　バッファメモリ１１３に書き込まれたデータは、再生データの転送が0.3Mbit/sec とな
るタイミングで読み出され、エンコーダ／デコーダ部１１４に供給される。そして、変形
ＤＣＴ処理による音声圧縮に対するデコード処理等の再生信号処理が施され、Ｄ／Ａ変換
器１１５によってアナログ信号とされる。Ｄ／Ａ変換器１１５からのアナログ音声信号は
出力スイッチ１５０のＴMD端子に供給される。
【００５２】
　ＭＤ１０１の再生動作時には、システムコントローラ１１１は出力スイッチ１５０をＴ

MD端子に接続制御しており、これによってＭＤ１０１からの再生音声信号は音量調節回路
１５１、増幅回路１５２を介してスピーカ１５３に供給され、音声出力されることになる
。
【００５３】
　ＭＤ１０１に対してアナログ伝送による記録動作が実行される際には、例えばマイクロ
ホン、ＣＤプレーヤ、テーププレーヤ、或は他のミニディスクプレーヤなどの外部機器か
らの音声信号が端子１１７に供給されることになる。端子１１７に供給された記録信号（
アナログオーディオ信号）は、Ａ／Ｄ変換器１１８によって、44.1KHz サンプリング、１
６ビット量子化のデジタルデータとされた後、エンコーダ／デコーダ部１１４に供給され
、音声圧縮エンコード処理を施される。即ち変形ＤＣＴ処理により約１／５のデータ量に
圧縮される。
【００５４】
　エンコーダ／デコーダ部１１４において圧縮された記録データはメモリコントローラ１
１２によって一旦バッファメモリ１１３に書き込まれ、また所定タイミングで読み出され
てエンコーダ／デコーダ部１０８に送られる。そしてエンコーダ／デコーダ部１０８でＣ
ＩＲＣエンコード、ＥＦＭ変調等のエンコード処理された後、磁気ヘッド駆動回路１０６
に供給される。
【００５５】
　磁気ヘッド駆動回路１０６は、エンコード処理された記録データに応じて、磁気ヘッド
１０６ａに磁気ヘッド駆動信号を供給する。つまり、ＭＤ１０１に対して磁気ヘッド１０
６によるＮ又はＳの磁界印加を実行させる。また、このときシステムコントローラ１１１
は光学ヘッド１０３に対して、記録レベルのレーザ光を出力するように制御信号を供給す
る。
【００５６】
　ＣＤ（コンパクトディスク）１３０は、ＣＤ再生動作時においてスピンドルモータ１３
１によって一定線速度（ＣＬＶ）で回転駆動される。そして光学ヘッド１３２によってＣ
Ｄ１３０にピット形態で記録されているデータが読み出され、ＲＦアンプ１３５に供給さ
れる。光学ヘッド１３２において対物レンズ１３２ａは２軸機構１３３によって保持され
、トラッキング及びフォーカス方向に変位可能とされる。また光学ヘッド１３２はスレッ
ド機構１３４によってディスク半径方向にスライド可能とされる。
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【００５７】
　ＲＦアンプ１３５では再生ＲＦ信号のほか、フォーカスエラー信号、トラッキングエラ
ー信号を生成し、これらのエラー信号はサーボ回路１３６に供給される。サーボ回路１３
６はフォーカスエラー信号、トラッキングエラー信号から、フォーカス駆動信号、トラッ
キング駆動信号、スレッド駆動信号、スピンドル駆動信号の各種駆動信号を生成し、２軸
機構１３３、スレッド機構１３４、及びスピンドルモータ１３１の動作を制御する。
【００５８】
　再生ＲＦ信号はデコーダ１３７に供給される。デコーダ１３７ではＥＦＭ復調，ＣＩＲ
Ｃデコード等を行なってＣＤ１３０から読み取られた情報を１６ビット量子化、44.1KHz 
サンプリングのデジタル音声データ形態にデコードする。またデコーダ１３７ではＴＯＣ
やサブコード等の制御データＳＣも抽出されるが、それらはシステムコントローラ１１１
に供給され、各種制御に用いられる。
【００５９】
　デコーダ１３７から出力されるデジタル音声データはＤ／Ａ変換器１３８でアナログ音
声信号とされ、出力スイッチ１５０のＴCD端子に供給される。ＣＤ再生動作時にはシステ
ムコントローラ１１１によって出力スイッチ１５０はＴCD端子が選択されているため、Ｃ
Ｄ１３０からの再生音声信号は音量調節回路１５１、増幅回路１５２を介してスピーカ１
５３に供給され音声出力されることになる。
【００６０】
　またデコーダ１３７の出力はエンコーダ／デコーダ部１１４にも供給されるようになさ
れている。このため、ＣＤ１３０の再生とＭＤ１０１の録音を同時に実行することによっ
て、ＣＤ１３０からの再生音声データをＭＤ１０１にダビング記録することができる。
【００６１】
　操作部１１９は、ユーザーがＣＤ再生やＭＤ録音／再生などのための各種操作を行なう
ために、録音キー、再生キー、停止キー、ＡＭＳキー、サーチキー等の各種の操作キィ４
０が設けられている。また本例では、後述する１曲ダビング動作のための１曲ダビング操
作キーが設けられている。システムコントローラ１１１は、操作部１１９からの操作情報
と、内部ＲＯＭに記憶された動作プログラムに応じて各部の制御動作を実行し、ＭＤ再生
動作、ＭＤ録音動作、ＣＤ再生動作等を実行させる。また表示部４４ではＭＤ１０１もし
くはＣＤ１３０の動作時に、総演奏時間、再生や録音時の進行時間などの時間情報、トラ
ックナンバ、動作状態、動作モードなどの各種の表示がシステムコントローラ１１１の制
御に基づいて行なわれる。
【００６２】
　アラーム音出力部１２１は、システムコントローラ１１１からの制御により、電子音（
アラーム音）を発生させる。発生させる電子音信号については専用のスピーカを設けて音
声出力するようにしてもよいし、増幅回路１５２に供給してスピーカ１５３から音声出力
させるようにしてもよい。
【００６３】
　ところで、ＭＤ１０１に対して記録／再生動作を行なう際には、ＭＤ１０１に記録され
ている管理情報、即ちＰ－ＴＯＣ（プリマスタードＴＯＣ）、Ｕ－ＴＯＣ（ユーザーＴＯ
Ｃ）を読み出す必要がある。システムコントローラ１１１はこれらの管理情報に応じてＭ
Ｄ１０１上の記録すべきエリアのアドレスや、再生すべきエリアのアドレスを判別するこ
ととなる。この管理情報はバッファメモリ１１３に保持される。このためバッファメモリ
１１３は、ＭＤ１０１の記録時／再生時に記録データ／再生データを蓄積するためのバッ
ファエリアと、Ｐ－ＴＯＣ，Ｕ－ＴＯＣを保持するエリアが分割設定されている。そして
、システムコントローラ１１１はこれらの管理情報を、ＭＤ１０１が装填された際に管理
情報の記録されたディスクの最内周側の再生動作を実行させることによって読み出し、バ
ッファメモリ１１３に記憶しておき、以後そのＭＤ１０１に対する記録／再生動作の際に
参照できるようにしている。
【００６４】
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　また、Ｕ－ＴＯＣはデータの記録や消去に応じて編集されて書き換えられるものである
が、システムコントローラ１１１はＭＤ１０１に対する記録／消去動作のたびにこの編集
処理をバッファメモリ１１３に記憶されたＵ－ＴＯＣ情報に対して行ない、その書換動作
に応じて所定のタイミングでＭＤ１０１上でのＵ－ＴＯＣエリアについても書き換えるよ
うにしている。
【００６５】
　ここで、ＭＤ１０１においてトラックの記録／再生動作などの管理を行なう管理情報と
して、Ｕ－ＴＯＣセクターについて説明する。なおＴＯＣ情報としてはＵ－ＴＯＣのほか
に、Ｐ－ＴＯＣ（プリマスタードＴＯＣ）情報が設けられている。このＰ－ＴＯＣはＭＤ
１０１の最内周側のピットエリアに形成されるもので、読出専用の情報である。そして、
Ｐ－ＴＯＣによってディスクの記録可能エリア（レコーダブルユーザーエリア）や、リー
ドアウトエリア、Ｕ－ＴＯＣエリアなどの位置の管理等が行なわれる。ミニディスクシス
テムでは、全てのデータがピット形態で記録されている再生専用の光ディスクも使用でき
るが、再生専用ディスクの場合は、Ｐ－ＴＯＣによってＲＯＭ化されて記録されている楽
曲の管理も行なうことができるようにされ、Ｕ－ＴＯＣは形成されない。なお、前記実施
例においては、記憶媒体収納装置として、ＣＤとＭＤの共用機器を例にとって説明したが
本発明の記憶媒体収納装置に収納される記憶媒体はＣＤやＭＤの他にＤＶＤや半導体記憶
媒体等であってもよく、広く複数種類の記憶媒体を収納するものに適用される。
（６）作用、
　前記実施例の記憶媒体収納装置は、上述のような構成であって、ＣＤやＭＤの録音及び
／又は再生を行わない不使用時においては、図１Ａに示すように第１のパネル３と第２の
パネル４は、第１の位置にあって第１の記憶媒体挿脱口２ａと第２の記憶媒体挿脱口２ｂ
を閉塞している。この状態から、例えばＭＤの録音／再生を行う場合には、図１Ｂに示す
ように第２のパネル４が第１の位置から第２の位置（矢印ａ方向）に移動して第２の記憶
媒体挿脱口２ｂが開放される。
【００６６】
　第２の記憶媒体挿脱口２ｂからＭＤ１０１を所定の位置まで挿入すると該ＭＤ１０１は
筐体２内にローディングされてスピンドルモータ１３１にチャッキングされる。ＭＤ１０
１がチャッキングされると、図１Ａに示すように第２のパネル４が第１の位置に移動して
第２の記憶媒体挿脱口２ｂを閉塞される。そして、ＭＤ１０１の録音／再生が行われる。
ＭＤ１０１の録音／再生が終了すると、再び第２のパネル４が第１の位置から第２の位置
に移動して第２の記憶媒体挿脱口２ｂが開放される。そして、ＭＤ１０１がアンローディ
ングされてくる。第２の記憶媒体挿脱口２ｂからＭＤ１０１を抜き取ると再び第２のパネ
ル４が第１の位置に移動して第２の記憶媒体挿脱口２ｂを閉塞する。
【００６７】
　図１Ａに示す状態からＣＤの再生を行う場合には、図１Ｃに示すように第１のパネル３
と第２のパネル４が一体となって同時に第１の位置から第２の位置に移動して第１の記憶
媒体挿脱口２ａが開放される。
【００６８】
　第１の記憶媒体挿脱口２ａからＣＤ１３０を所定の位置まで挿入すると、該ＣＤ１３０
は筐体２内にローディングされてスピンドルモータ１３１にチャッキングされる。ＣＤ１
３０がチャッキングされると、図１Ａに示すように第１のパネル３と第２のパネル４が第
１の位置に移動して第１の記憶媒体挿脱口２ａが閉塞される。そして、ＣＤ１３０の再生
が行われる。ＣＤ１３０の再生が終了すると、再び第１のパネル３と第２のパネル４が第
１の位置から第２の位置に移動して第１の記憶媒体挿脱口２ａが開放されて、ＣＤ１３０
がアンローディングされてくる。第２の記憶媒体挿脱口２ｂからＣＤ１３０を抜き取ると
第２のパネル４が再び第１の位置に移動して第２の記憶媒体挿脱口２ｂを閉塞する。
（７）他の実施例、
　前記基本の実施例においては、ＭＤ１０１の録音／再生が終了後に連続してＣＤ１３０
の再生を行う場合でも、図１Ｂに示す第２の記憶媒体挿脱口２ｂを開放してＭＤ１０１を
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取り出した後に、図１Ａに示すように第２のパネル４が第１の位置に移動して第２の記憶
媒体挿脱口２ｂを閉塞してから、図１Ｃに示すように第１の記憶媒体挿脱口２ａを開放す
る構成になっていたが、図１Ｂに示す状態から、第１のパネル３のみを第２の位置に移動
させて、第１の記憶媒体挿脱口２ａを開放すると共に、第２の記憶媒体挿脱口２ｂを閉塞
する構成にしてもよい。このような構成にするためには、前記カム機構５４の構造、特に
第１のカム溝６３，６３と第２のカム溝６４，６４の形状を変える等の方法により比較的
容易になし得る。
【００６９】
　図１２は、第２の実施例を示す。この実施例の記憶媒体収納装置と前記基本となる実施
例の記憶媒体収納装置の主な相違点は、第１，第2の記憶媒体挿脱口２ａ，２ｂの設置位
置と、第１，第2のパネル３，４の形状にある。前記基本となる実施例においては、第１
の記憶媒体挿脱口２ａを筐体２の一主面２２ｂの下端縁に沿って形成し、第２の記憶媒体
挿脱口２ｂを筐体２の一主面２２ｂの略中央部に設けるとともに、第１，第2のパネル３
，４を略同じ大きさに形成した。これに対して、第２の実施例においては、第１，第2の
記憶媒体挿脱口２ａ，２ｂの両方を筐体２の一主面２２ｂの下半部に設けた。また、第１
，第2のパネル３，４を前記第１の記憶媒体挿脱口２ａと第2の記憶媒体挿脱口２ｂの間（
境目）で分割して第１のパネル３を小面積に形成し、第2のパネル４を大面積に形成した
。このような構成にすることにより前記基本となる実施例に対して第１，第2の記憶媒体
挿脱口２ａ，２ｂの設置位置を変えた場合でも前記基本となる実施例の場合と略同じ第１
，第2のパネル３，４の移動量で第１，第2の記憶媒体挿脱口２ａ，２ｂを開閉することが
できる。他の構成、作用は基本となる実施例の場合と略同じであるので重複する説明は省
略する。
【００７０】
　図１３は、第３の実施例を示す。この実施例においては、第１の記憶媒体挿脱口２ａを
筐体２の一主面２２ｂの下端部に設け、第2の記憶媒体挿脱口２ｂを筐体２の一主面２２
ｂの上端部に設けた。また、第１，第2のパネル３，４を前記第2の記憶媒体挿脱口２ｂの
下縁の近傍で分割して第１のパネル３を大面積に形成し、第2のパネル４を小面積に形成
した。このような構成にすることにより前記基本となる実施例の場合と略同じ第１，第2
のパネル３，４の移動量で第１，第2の記憶媒体挿脱口２ａ，２ｂを開閉することができ
る。他の構成、作用は基本となる実施例の場合と略同じであるので重複する説明は省略す
る。
【００７１】
　図１４は第４の実施例を示す。この実施例において、記憶媒体収納装置１００は、所謂
縦置きタイプとして筐体２の一主面２２ｂおよび第１，第2の記憶媒体挿脱口２ａ，２ｂ
が縦長状に配置されている。従って第１，第2のパネル３，４は、第１，第2の記憶媒体挿
脱口２ａ，２ｂと直交する方向に移動してこれら第１，第2の記憶媒体挿脱口２ａ，２ｂ
を開閉する構成になっている。その他の構成は、基本となる実施例の構成を縦置きタイプ
に置き換えたものであって、他の構成、作用は基本となる実施例の構成、作用と略同じで
あるので重複する説明は省略する。
【００７２】
　また、上記実施例では、前記第１のパネルと第２のパネルは、前記第１の位置に在ると
きにはパネル相互が隙間なく接近している場合を示したが、前記第１のパネルと第２のパ
ネルは、前記第１の位置に在るときにパネル相互が隙間が存在してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】本発明の第1の実施例を示し、Ａは第1、第2の記憶媒体挿脱口を塞いでいる状態
の正面図、Ｂは第2の記憶媒体挿脱口を開放した状態の正面図、Ｃは第１の記憶媒体挿脱
口を開放した状態の正面図。
【図２】筐体の分解斜視図。
【図３】カム機構の分解斜視図。
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【図４】スライダー駆動手段の平面図。
【図５】Ａは第1、第2のパネルが第１の位置に在る状態のカム突起とカム溝の位置関係を
示す正面図、Ｂは同側面図。
【図６】Ａは第2のパネルが第１の位置から第２の位置に移動する過程の状態のカム突起
とカム溝の位置関係を示す正面図、Ｂは同側面図。
【図７】Ａは第2のパネルが第２の位置に移動し終わった状態のカム突起とカム溝の位置
関係を示す正面図、Ｂは同側面図。
【図８】Ａは第1、第2のパネルが一緒に第１の位置から第２の位置に移動する過程の状態
のカム突起とカム溝の位置関係を示す正面図、Ｂは同側面図。
【図９】Ａは第1、第2のパネルが第２の位置に移動し終わった状態のカム突起とカム溝の
位置関係を示す正面図、Ｂは同側面図。
【図１０】位置検出センサによるスライダーの位置検出状態を示す平面図。
【図１１】記録及び／又は再生装置のブロック図。
【図１２】本発明の第２の実施例を示し、Ａは第１、第２の記憶媒体挿脱口を塞いでいる
状態の正面図、Ｂは第2の記憶媒体挿脱口を開放した状態の正面図、Ｃは第１の記憶媒体
挿脱口を開放した状態の正面図。
【図１３】本発明の第３の実施例を示し、Ａは第１、第２の記憶媒体挿脱口を塞いでいる
状態の正面図、Ｂは第２の記憶媒体挿脱口を開放した状態の正面図、Ｃは第１の記憶媒体
挿脱口を開放した状態の正面図。
【図１４】本発明の第３の実施例を示し、Ａは第１、第２の記憶媒体挿脱口を塞いでいる
状態の正面図、Ｂは第２の記憶媒体挿脱口を開放した状態の正面図、Ｃは第１の記憶媒体
挿脱口を開放した状態の正面図。
【図１５】従来例の斜視図。
【図１６】従来例を示し、Ａは第１、第２の記憶媒体挿脱口を塞いでいる状態の正面図、
Ｂは第２の記憶媒体挿脱口を開放した状態の正面図、Ｃは第１の記憶媒体挿脱口を開放し
た状態の正面図。
【図１７】他の従来例を示し、Ａは第１、第２の記憶媒体挿脱口を塞いでいる状態の正面
図、Ｂは第２の記憶媒体挿脱口を開放した状態の正面図、Ｃは第１の記憶媒体挿脱口を開
放した状態の正面図。
【符号の説明】
【００７４】
　１…記憶媒体収納装置、２…筐体、２２ｂ…筐体の一主面、２ａ…第１の記憶媒体挿脱
口、２ｂ…第2の記憶媒体挿脱口、３…第１のパネル、４…第2のパネル、５…パネル駆動
手段、２２ｂ…筐体の一主面、４０…キィ、４４…表示部、５１…モータ、５２…回転伝
達機構、５３…スライダー。
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